
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 7年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 村山活き生きまちづくり

1.事業の成果
。「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律 (基本法)の趣旨に沿って全生園と地域の連携を深
め、園内緑化の推進や全生園入所者自治会の諸事業に、自治会の皆さんと共に活動することがで

きた。
・定着した花壇・農園について、四季を通して各種草花等を楽しめる園づくりができた。夏の猛暑
で畑の収穫物は減少したが、国内保育園等と分かち合 うことが出来た。
・令和 5年 12月 より新たにサービスがはじまったデジタル地域通貨 (東村山アイン Pay)を流通
させることにより市内商工業の活性を図ることを目的に「まちの元気」のためにさまざまな角度か

ら活動を続けているそんなかたがたを応援し、その栄誉をたたえて表彰を行い、「まちの元気賞」

表彰式の第 13回開催を会員の集 う新年賀詞交歓会と共に実施した。
昨年に続き表彰者は 1名 だったが、その活動は活動場所の地域はもちろん市役所行政所管も関わ

る認知度の高い行事等で、市民表彰から外れて目が届いていなかった表彰者を発掘できたことで、

まちの元気に取り組む方のモチベーションの向上が図れた。
・真鶴町～美の基準～視察研修を実施し、当会人権の森委員会中心に積極的に関わり活動してい

る、多磨全生回将来構想においてもこのように風景を後世につなぐルールづくりが必要ではない

か
'と
の意識が高まった。

・第 10号の広報誌 「いきいき新聞」を発行、2,000枚を各方面に配布。活動の内容を PRできた。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【1,4201千円)

定款
さ
事

に記載
れた
業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受盗
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

全生園内
花壇・柿、柚子
畑等の活用

菜花等の作付けを行い四
季を通して有効活用を図
り、入所者皆さんと共に
楽のしむことができた。
馬鈴薯や里芋を栽培し、_
収横はあおば・花咲保育
園と楽しむことができた
樹木の剪定・草払い作業
数回行った。

通 年 国  内 全会員 全会員 全会員 649

山吹舎・南側
林等の清掃

原則毎月 1回の清掃等
山吹舎・庭等の除草他 通  年 園  内 全会員 全会員 全会員 同 上

真鶴町～美の

基準
～視察研修

昔から引き継がれてきた
生活風景を保全するべく
30年以上前に「美の基
準」というルールを造り
町を美 しくすることによ
って住民が生き生きと生
活するためのツールとな
つている。多磨全生園将
来構想においてもこのよ
うに風景を後世につなぐ
ルールづくりが必要では
ないか 'と

の目的で真鶴
町実踏の研修 を実施 し
た。

令和 7年
11月 20
日

神奈川県
真鶴町

28人 全
△

= 員
全会員 771
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じ
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生
会
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彰
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ま
て
方
の
全
議
来
表
だ

令和 8年
1月 28日

サンパル
ネコンベ
ンション
センター

45人 全会員 員△〓全 同 上

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0 】千円)
定訳 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 7年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が生登場合)
特定非 活動法人東村山活き生きまちづく :

科 日 金   額 小 計・ 合 計

320,000

受取補助全

交流会参加 事業収益

受取利息

2

4

271 200

180,000
140,000

正会員受取会費
賛助会員受取会費

受取寄附金
施設等受入評価益

100,000

0

63,330

100,0∞

334,5∞

754.5∞

詞
~¬
[T 

「

爾

344,093
0

0
0

28,290
57,601

771,282
649,204

1.850.470

会薔費
館費交通費
角毅●

“

饉費用
腱■償却費
印刷晏ホ彙

`ヨ
撃遭倍

"費まちづくうに目する事集
籠摯青活■Ⅲ人権の森瀬

=に
口する事お

2

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

1.050.47(

電 薔

役員報酬

給料手当
退職給付費用

福利厚生費

)

消耗品費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費
損害保険

145,592
0

202,866
0

232.000
0

36,400

2 の

75 0 0の

1.001.878
2.“2.(“8
-2.187.818: : 滅  饉 A B

過年度損益修正益
固

)】

108,468
0

0

0災害損失
「緑と花の活動運用基金」繰出

103.468
-108.468C D ・ ・ ・ ②: 期 l , タ

①+② ・・・0 -2.296.286
正  味

正味財
|+ 29.203.171:味 財 』:

④

⑤



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 7年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

詢醸里ロヨL型‐二枷妨螢生主赳
=Xユ

35,724,490
0

0

現金預金
未収金

棚卸資産

35,724,400壼否研
~TT丁
o

マ両¬爾祠更厠

「

~
車両運搬具

什器備品

(2)漏前 壼
ソフトウェア

借地権

3
敷金

長期貸付金

2

35,724,490【A】 資 産 合 計 ①+②

2

未払金

預 り金

長期借入金

退職給付引当金

37,912,308
-2,187,81■

正

正

35,724.490【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

‐ ■■■■‐ コ■【‐ ■■■日団■nl日■■
]|■」■」|【』IEL
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書式 16 28

令和 7年度  計算書類の注記

重要な会計方針

計算書類の作成は、 NPO法 人会計基準 によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固 定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

特定非営利活動法人 東村山活き生きまちづくり

:円 )

1

合計事業部門計 管理部門
事業 事業事業事業

科 日

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費
会議費

旅費交通費
施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

算定方法金額内容

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
:円 )



4 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳
(単位 :

6.借 入金の増減内訳
(単位 :

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位 :

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法

7

8

備考期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高内容

上
―
ヽ
〓
“

〈
ロ

期末帳簿価額減少 期末取得価額 減価償却累計額取得科 目

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

期末残高当期返済期首残高 当期借入科 目

合計

計算書類に

計上された
金額

内役員及び

近親者との

取引 _
科 日

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表 )

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況

囲百:画匝□



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 7年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人東村山活き生きまちづくり

35 724 490

6,43 1.314

0

0

86,878
26.949,620
2,256,678

普通預金 (ゆ うちょ銀行)
振替 口座 うちょ銀行)

未収金
販売用寄附物品
棚卸資産

現金預金
手元現金
普通預金 (東京みらい農協)

35.724.4000
定面西

。
|

(~r)看形固定責産
車両運搬具
事業用車両

什器備品
パソコン

~て

2丁 爾 厖 百 百 爾

『

~~~~

ソフ トウェア

オペ レーションシステム

文書編集 ソフ ト

長期貸付金

“

万
~翻

「
7雨薇あ百監

敷金

:産合T~T「
~■
5

2

35,724,400【A】 資 産 合 計 ①+②

未払金

長期借入金

0

0

2

|

1

-1

預 り金
源泉徴収税

退職給付引当金
職員

0【B-1】 負 債 合 計 ③+④

35.724.490【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 7年度年間役員名簿 J::篇廃虐ぢ譜淵紹騒1:計ξ踊″撃留甜ユ舅哲
所韮

特定非営利活動き人_菫量Ш活き生きまちづくり

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

Z以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 監事

サクライ  キヨシ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月 日

日月櫻井 喜吉

2 ・監事
サ
゛
ワタ
・  イス
゛
ミ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月

月

日

日澤田 泉

3

トウマ  ヨシオ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月 日

日月営間 義夫

4 監事

マスタ
゛
  ヤスト 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月 日

日年   月増田 康人

5 監事
オリカサ  コウシ

゛
ュ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年:   月   日

年  月  日折笠 広樹

6 監事

ry' '1 t-tv 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月  日

年 月 日小嶋 博司

7 o監
事
ササキ  ヨシノリ 令和7年  4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月

月

日

日佐々木 義徳

8
⌒

聖ヽジ・監事
ヒルマ  ヨシマサ

 
令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月 日

日年 月比留間 由真

〇
監事



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該当者のみに記入 )
氏   名

9 監事

コマチ  トシオ
 

令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月  日

年 月 日小町 寿夫

10 監事

シミス
゛
  カス
゛

令和7年  4月 1日

令和8年 3月 31日

年1   月   日

年  月  日清水 和

ll 監事

フシ
゛
ワラ  ユキヒロ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月

月

日

日藤原 幸博

12 監 事

マスタ
゛
  シケゴ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年 月

月

日

日年益田 滋子

13 ・監事
カミ  ユタカ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月   日

月 日三上 豊

14 監事
イタタ
｀
  ミユキ 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月   日

月   日池田 美由紀

15
ノ´ヽ

理事 壁ヽ多)
ツチタ
゛
  シロウ 令和7年  4月 1日

令和8年 3月 31日

年   月 日

日年  月土田 士朗

(∋



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和8年3月 31日現在

特定非営利活動法人 東村山活き生きまちづくり

氏    名

1 櫻井 喜吉

2 澤田 泉

3 増田 康人

4 折笠 広樹

5 小嶋  博司

6 佐々木 義徳

7 比留間 由真

8 小町 寿夫  

9 清水 和

10 藤原 幸博

11 益田 滋子

12 三 上 豊



社員のうち10人以上の者の名簿
令和8年3月 31日現在

特定非営利活動法人 東村山活き生きまちづくり

氏   名

13 池田 美由紀

14 土田 士朗




